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本研究は英語における動詞と義務的付加詞の作用を議論する。英語では動詞が文の中心的意味を担
うとされているが、動作の表現は動調のみに限らず、動詞に不変化詞や前置詞句が伴うことにより意
味が決定される例がある。本研究では、文の意味を完成させるために動詞に付加された要素に注目し、
文全体の意味の生じ方について構文的なアプローチで論じる。前半では、日本人の英語学習者が暗記
をする傾向にある句動調について、不変化詞が持つ動詞的な意味から句動詞の意味の生じ方には一定
の規則性があることを述べ、さらに不変化調は動詞の選択制限を変える作用があることを示す。後半
は、前置詞を伴う英語の中間構文や、疑似中間構文と呼ばれる構文の主語の生じ方について述べる。
第 2 章 英語の「動詞+不変化詞」構文における不変化調の作用
英語の不変化詞 out， awaぁ up などは動詞と結合して句動詞を成すが、動詞が不変化調を伴うと、
動調単独の場合とは異なる目的語を取る例がある。 (1) 恒leynosed out the criminal.の nose は動詞単
独では「匂いをかくやJ r鼻で動かす」を意味し、目的語には匂いの元や、動かされる物が生じるが、不
変化調を伴うと、動詞単独の場合とは異なる目的語を取り、動調句全体では「探し出すj を意味し、
目的語には探し出す対象物が生じる。これは、語と語の構成が、決まった規則に沿い共通の意味をも
たらすことによる意味の変化だと考えられ、句動調の「動詞+不変化調」構文では、不変化詞が中心的
な意味を持つ。 Mclntyre(2002)によると、慣用句扱いされる「動調十不変化調」構文では、意味は一
定の規則に従い、動調と不変化詞の合成により生じる。この構文は、慣用句に見えるが、例を多数見
ると、一定の規則性がある。 Mclntyre は(2) brush down, clean down, dust down, hose down, rub 
down, (司 play 訂ound， experiment around, joke around, fool around.を挙げるが、小西(1989)による
と、 (2)の down は r(上から下まで)すっかり」を意味し、物体の表面への働きかけを意味する動詞
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と共起し、どの動調と生じても表面の隅々まで働きかけることを表す。 (3)の around は無目的で終わ
りのない「ぶらぶらとした」行為を表し、違う動調と共起しでも動調句全体では共通して「目的もな
く~する」ことを表す。いずれも動詞本来の意味は保たれるが、不変化詞が一定の意味を示すため、
両者の意味の合成では動調は手段を表すのみで不変化詞が中心的な意味を成して共通の意味を表す。
不変化詞は動詞的な意味も持ち、異なる動調と共起しても一定の意味を保つ句動調を作る。個別に
記憶が必要な句動調もあるが、本論の「動詞+不変化調j 構文は不変化詞の意味を習得すると、動調
に転用された商標、擬声語などとの組合せの意味も把握でき、英語学習者の助けとなる。
第 3 章 英語の動調の選択制限の変化と義務的付加調による意味融合について
英語の目的語は通常、他動詞に選択されるが、自動詞でもその後ろに名詞句を伴う場合(e.g. 1 
laughed my fears away)や、意味的に選択されない目的語が他動調に続くことがある (e.g. Cathy 
cooked the teapot dry.)。その理由として、不変化詞には表面に現れない動詞的意味があり、その動調
的意味が主動詞に概念上融合し、動調的意味が項とする名調句を表面の目的語として生じさせている
ことを述べる。表面上は主動詞に選択されていない名調句が目的語の位置に生じているが、実際には
動詞的意味が選択する名詞句である。意味融合は以下のように示される。
[動詞+不変化調の持つ動調的意味が選択する名調句+不変化調]
上の表示の名調句は主動調が選択するのではなく、不変化調または形容詞に伴う動詞的意味が選択す
るものである。本章では unselected object を持つ各構文の具体例を元に、この作用を観察した。
第4 章 英語の目的語の省略と不変化詞の役割
英語の他動詞が不変化調を伴うと、目的語を省略することがある。本章では省略される目的語の種
類とその起因を述べる。本論では Ishikawa(1999)の論じる、不変化調の意味は保つが動詞の目的語の
選択は変わる句動詞を元に、不変化調が持つ内在的な動詞の例と、その動詞が主動詞に意味概念、上融
合し、目的語の起因や選択制限にも影響を与える現象を論じる。
(1) Off the shelves with these books! (2) I'm completely worn out. などの文があるが、
Mclntyre(2002)によると、不変化調は動調が含意する結果状態よりも意味に大きな作用を与えると述
べ、 Binnick(1968)は、前置詞は動詞で換言が可能と論じる。本章では(1) は off が LEAVE を、 (2)は
out が EXCEED という動詞的意味を持つことを仮定する。 (1)では off が LEAVE をもたらすため、
動詞の代わりに使われている。本章では省略される目的語の主なタイプと、動詞の意味変化を挙げた。
第 5 章 アスペクト動詞の使役的意味と経験的意味の区別について
動調句の意味は動調単独の意味から導かれるものばかりでなく、動詞に伴う前置詞句により変化す
るものがある。本章ではアスペクト動詞の使役的意味と経験的意味の違いを述べる。
(1) a. She ended her career as the leading scorer in women's Division... 
b. He ended the war on the staff of General Douglas MacArthur. 
(1)はどちらも他動詞 end が目的語を持つが、動調の使役的意味は異なる。 (1a)では、主語の指示対象
の意思により仕事を辞めることを示すが、 (1b)は、同様の統語形式でも、前置詞句が付加すると(1a)
にある使役的意味を失う。 (1a)は Hercareer as the leading scorer in women' s Division was ended … 
に受動化しでも end には使役の意味は残るが、 (1b)を受動化した叩lewar was ended.ーの end には(1b)
に特徴的な意味が消え、 (1a)と同じ使役的意味のみが残る。通常、他動詞文の Heended the war.は使
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役的動作主である戦争の責任を負う国の統治者が指示を出して「戦争を終わらせた」など、動作主が
意図的に働きかけることを意味するが(lb)には同様の使役的意味はなく、戦争の一部分である職務が
他者の命令により終わったことを示し、動詞と目的語の意味関係が変わる。
本章では、アスペクト動調が前置詞句と共起した時に生じる意味変化について、使役的意味から経
験的意味に変化する動詞の種類を考察し、経験を意味する have 構文との共通点を基に意味変化の要
因を論じた。さらに動調句全体の意味を変化させる前置調句の種類を特定した。
第 6 章義務的前置詞を取る英語の中間構文
英語では他動調が自動詞にも使われることがあり、他動詞の目的語が主語に生じる例には、典型例
として羽田 orangepeels easil)えのような中間構文がある。中間構文は、本来他動調の目的語が主語位
置に生じ、動調が示す動作の責任性や特性を述べ、文全体では「誰がやってもうまくむける」という
総称性を表す(cf. van Oosten (1986), Dixon (1991))が、典型例に加え、形式が決まったイディオム的
な中間構文や、付加調の中の名調句が主語位置に生じる例も中間構文に分類する。そのうち、目的語
が主語に生じる際に必ず前置調句を伴う以下の中間構文がある。
(1) a. 官官seWireless Intercomes plug into any outlet [..]. 
b. VCR Add-On Platform bolts onto arm of any of the platforms [..]. 
(la)は他動調文の例えば、 1plugged A into B.という表現から目的語が主語に生じて中間構文となり、
電気器具の特性がコンセントに接続できることを示す。その場合は方向を示す前置詞句 m加~を必須
要素として取る。 (2b)も同様に He can bolt A onto B.といった形の他動詞文から中間構文に変わると
器具が締まる場所を示す onto-を取る。これらの前置調句が省略されると、不完全な文になる。中間
構文をなす他動調の中には、本来付加詞とされる前置調句を義務的に取る動詞があり、中間構文とし
て主語の責任性や特性を述べるためには、動詞に前置調句が持つ意味を必ず補う例がある。
英語の中間構文には、動詞単独で主語名詞句の責任性や特性を述べるものがあり、多くの先行研究
がされてきたが、これ以外にも動詞のみでは主語についての叙述が足りず、前置調句を義務的に取り
中間構文を成立させる例や、前置詞句内の名詞句を主語位置に生じさせる例がある。本章で挙げた中
間構文は、前置調句が主語名調句の責任制や特性の一部を表し、動詞のみでは足りない意味を補う。
これらの前置調句付きの動調は中間構文の分類を拡張する。
第 7 章 英語の疑似中間構文の主語名調句の起因
英語の中間構文は通常、他動調の目的語である名調句が主語位置に生じ、その特性を述べるが、他
に前置詞句が表す道具や場所など、動詞の項ではない名調句が主語位置に生じる疑似中間構文がある。
その理由として、本章では主に本多(2002)の述べるアフオーダンスが深く関わることを論じる。
(1) 恒ledoor opens easily. (c.f 1 can open 血edoor easily) 
(2) This studio records well. (c.f 1 can record music well in this studiQ.) 
本多(2005)は、物事への知覚の成立には知覚者の能動的な行為が必要であるとしているが、アフオ
ーダンスとは、ある物事がある環境の中でそれぞれの知覚者に対して持つ意味である。または、環境
の中の物が知覚者に提供する行為の可能性を示す。
(3) a. 椅子一座る
b. 空気呼吸する
c. 豆腐一食べる
d. 竜話一話す
上例において、通常の場面では、左側の名詞句は右側に示された行為をアフォードする。椅子は座る
円Jワム
ことを目的に作られたものであり、空気は人間に対して呼吸することをアフォードする。
中間構文において行為の対象が主語の位置に生じるのは、その指示対象に「責任性」があるためと
されている(cf.van Oosten (197η，影山 (2001))が、本多は、中間構文は対象の持つ「任意の人にとっ
ての実行可能性J を表し、対象物の持つアフオーダンスを表す。
中間構文では、動調が表す行為は、主語の指示対象と密接な関連を持つ行為(使用)であり、動詞句
はいずれも主語の指示対象が可能にする話し手らの行為を表す。本多は、中間構文は、行為者の能動
的な活動の結果生じる知覚、行為者にとっての対象の見えや可能性を表現し、知覚経験を表す構文と
する。これらを踏まえると以下の文もアフオーダンスにより、疑似中間構文に近い構文といえる。
(4) Exercise helps. (cf. You can help your health with exercise.) 
上例は、元の他動調文の前置詞句の中の名詞句が主語位置に生じているが、本多の説を援用すると、
その名調句も知覚者にとっての深いかかわりを表し、運動は健康を維持するための実行可能性を持ち、
アフオーダンスを示している。本章では、アフオーダンス理論の観点から疑似中間構文を分析した。
第 8章結論
本研究では、英語の文の意味の生じ方にコいて、動調と動詞が取る付加詞について一貫して論じた。
句動詞から構文に至るまで、動詞句全体の意味は動詞とその周辺要素(不変化詞、前置詞句)との意
味合成により生じることを述べた。動詞は動詞句の主要部であるが、動調の周辺要素が動調の選択制
限の変化や文全体の意味の変化をもたらすことがある。英語の習得には、動詞と周辺要素の個別の暗
記ではなく、構成素問の意味合成により文全体の意味が決定することに着目する必要があり、これら
は英語の教育現場においても考慮する必要がある。
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論文審査結果の要旨
文の意味、特に単文の意味は、動詞の意味に基づいて決められることが 1960 年代から
1970 年代に始まる統語論、意味論の研究で論じられてきた。一方、 1990 年代から始まる
構文文法は、単文の形式と意味の対応において、動詞の意味からは導かれないイディオム
的な表現を扱う点に特色がある。動詞から導かれる文の意味が基本的で言語問で共通の範
囲に収まることに比べ、イディオム的な意味は各言語に特有であり、このような表現を理
解することが個別言語の深い理解に至る。本論文は、このような先行研究の流れを受け、
動詞句の意味を、動詞本体というよりは、動詞に伴う前置調句や不変化詞の意味から導く
という構文文法的分析を試みたもので、全編 8 章から成る。
第 l 章は序論であり、研究全体の構成と各章の要旨を述べ、研究の方針を示している。
第 2 章では、英語の句動詞の意味を、動詞的な意味を持つ不変化調から導くことを提案
し、特に目的語の選択が、動詞自体より動詞的意味の不変化詞に影響されることを明らか
にしている。
第 3 章では、結果構文を中心に、動詞の選択制限の変化が義務的付加詞により引き起こ
される事例を扱い、動調と付加詞の意味の合成を論じている。動調的意味の不変化詞を結
果構文の結果句と等しく扱い、不変化詞の意味に適合した目的語が選ばれると指摘してお
り、興味深い知見である。
第 4 章では、目的語の省略と不変化調の関係を議論し、各不変化詞の特徴を分析するこ
とにより、省略的な動詞句の意味には一定の規則性と生産性があることを明らかにしてい
る。この種の動調句は、一般的な辞書ではイディオム扱いしかされてないが、このような
イディオム的意味が導かれる過程が分析的に理解できるという点で、ここでの知見は英語
教育にも応用可能と考えられる。
第 5 章は、アスペクト動詞の使役的意味と経験的意味の区別について論じ、経験的意味
を導くうえで動詞が伴う前置詞句が果たす役割を説明している。これは、従来の記述的研
究でも理論的研究でも見過ごされてきた表現であり、英文法研究上の新事実の発掘を達成
したと評価できる。
第 6 章は中間構文と義務的付加調の関係を論じ、第 7 章は疑似中間構文の主語の特徴を
分析している。いずれも、従来の研究ではまともに扱われてこなかった事実に取り組み、
アフオーダンス理論を援用して、その意義を明らかにしており、中間構文研究に新しい視
野を開いている。
第 8 章は結論であり、前章までを統合し、構文と不変化詞および前置詞句の関係を総括
している。
以上要するに、本論文は、英語の動調句における不変化調と前置詞句の役割を多くの事
例研究から明らかにしており、動調句を中心とする文法研究の今後の一方向を示すととも
に、表面化していない言語情報の解明に貢献し、言語科学および情報科学の発展に寄与す
るところが少なくない。
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
「Dつ山
